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【  特　集  】

砥粒を使わない平滑化加工
砥粒加工は，研削，研磨をはじめ被加工物表面の平滑化を目的として利用されることが多い．しかし，砥粒加工の

ほかにも砥粒を使わない平滑法として，化学研磨，電解研磨が古くから行われている．また，近年，電子ビームやクラ
スタイオンビームを利用した手法やプラズマCVMといった新しい平滑化法も提案されている．
平滑な表面を得ることが目的であるなら，砥粒加工にこだわらず，その目的に適した適切な方法を選択する必要が
ある．しかし，これらの方法を比較した記事等はほとんどなかった．そこで，今回は「平滑化」をキーワードとして，砥
粒を使わない平滑化法を特集した．
執筆にあたって学会会員になじみのある砥粒加工との比較とともに，現状，将来性についてご執筆いただいた．本

特集を通じてこれらの手法の適用範囲，長所短所についての把握，プロセス選択の一助になれば幸いである．
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【宇野  義幸】(うの・よしゆき）
現職：岡山大学大学院  自然科学研究科  教授  
産学官融合センター長  工学博士
専門／業務：特殊加工学
連絡先：〒700-8530  岡山県岡山市北区津島中3-1-1
TEL 086-251-8037　FAX 086-251-8037
e-mail：uno@mech.okayama-u.ac.jp

【岡田  晃】(おかだ・あきら）
現職：岡山大学大学院  自然科学研究科  准教
授  博士（工学）
専門／業務：特殊加工学
連絡先：〒700-8530  岡山県岡山市北区津島中3-1-1
TEL 086-251-8038  FAX 086-251-8039
e-mail：okada@mech.okayama-u.ac.jp

〔特集４〕　 クラスタイオンビームによる平坦化加工技術

【松尾  二郎】（まつお・じろう）
現職：京都大学  大学院工学研究科  附属量子
理工学教育研究センター
専門／業務：量子ビーム科学
連絡先：〒611-0011  京都府宇治市五ヶ庄
TEL 0774-38-3973　FAX 0774-38-3978
e-mail：matsuo@nucleng.kyoto-u.ac.jp

【瀬木  利夫】（せき・としお）
現職：京都大学  大学院工学研究科  原子核工
学専攻
専門／業務：ビーム工学
連絡先：〒611-0011  京都府宇治市五ヶ庄
TEL 0774-38-3977　FAX 0774-38-3978
e-mail：seki@sakura.nucleng.kyoto-u.ac.jp

【二宮  啓】（にのみや・さとし）
現職：山梨大学大学院  医学工学総合研究部
専門／業務：二次イオン質量分析
連絡先：〒400-8511  山梨県甲府市武田4-3-11
TEL 055-220-8073　FAX 055-220-8073
e-mail：sninomiya@yamanashi.ac.jp

【青木  学聡】（あおき・たかあき）
現職：京都大学  大学院工学研究科  電子工学
専攻
専門／業務：ナノ加工・計測に関するシミュレー
ション
連絡先：〒615-8510  京都府京都市西京区京
都大学桂
TEL 075-38-7136　FAX 075-383-7366
e-mail：aoki@sakura.nucleng.kyoto-u.ac.jp

【栗巣  普揮】（くりす・ひろき）
現職：山口大学  大学院  理工学研究科  准教
授 博士（理学）
専門／業務：真空科学・真空工学
連絡先：〒755-8611  山口県宇部市常盤台2丁目
16番1号
TEL 0836-85-9621
e-mail：kurisu@yamaguchi-u.ac.jp

〔特集５〕　 プラズマ CVMによる水晶ウエハの高精度ダメー
ジフリー加工

【山村  和也】（やまむら・かずや）
現職：大阪大学  大学院工学研究科  附属超精
密科学研究センター  准教授
専門／業務：超精密加工技術の開発とその応用
連絡先：〒565-0871  大阪府吹田市山田丘2-1
Tel&Fax 06-6879-7293
e-mail：yamamura@upst.eng.osaka-u.ac.jp

3

砥粒加工学会誌

Journal of the Japan Society for Abrasive Technology  Vol.54  No.5  2010 MAY.

259


